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人文学部の教育課程

　人文学部の教育課程（カリキュラム）は、教育目的に基づく教育目標を達成するために、教

養教育課程である「総合人間科学」、専門教育課程である「専門教育科目」により構成されて

います。

　①総合人間科学
　本学における総合人間科学は、キリスト教を基盤とし、専攻する学問分野の違いを超え

て学修するうえでの根本となる総合的視点と豊かな人間性を養うための教養教育課程で

す。

　総合人間科学は、全学共通科目と学部共通科目で構成されます。４年間を通して、「キ

リスト教を基盤とする自校教育及び女子教育」、「初年次教育」、「総合的人間理解を深める

ための基礎教養」、「地域貢献」、「キャリア形成の導入と専門教育科目への連動」を行うこ

とを基本とし、グローバル化や科学技術の進展など社会の激しい変化に対応し得る統合さ

れた知の基盤を培うことを目指しています。

　また、総合人間科学において養われた深い教養と総合的視点で課題をとらえる能力は、

専門教育課程の学修においても、専攻する学問分野の理解を助けるとともに、研究課題に

対する幅広い視野に立ったアプローチも可能とします。

　＜全学共通科目＞
　　○キリスト教教育

　建学の精神の基本であるキリスト教を学び、学院の歴史および建学の精神である『感

恩奉仕』を展開させることができる素養を身につけます。

　　○初年次教育
　大学教育への移行が円滑に図られるための教育プログラムを実施します。

　　○女性と健康
　女子大学として女性と健康に焦点をあて、科目を構成します。

　＜学部共通科目＞
　　○基礎教養

　専門科目の導入である学問領域に触れ、幅広い教養を身につけます。

　　○アカデミックスキル
　外国語の学習により異文化理解とコミュニケーションスキルの基盤を養い、また、Ｉ

Ｔ活用能力を身につけます。

　　○地域創生
　全学的取組として地域の現実的な課題を解決するために、必要な基本的姿勢と技術を

修得します。

　　○キャリア形成支援
　地域社会が求める自立した女性を目指すためのキャリア形成の基本を学び、各学科の

キャリア形成発展科目との連動により、実践的態度及び技術修得を目指します。
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②専門教育科目

○英語学科

　英語運用能力、コミュニケーション能力、課題解決力などの育成を目指し、「英語スキ

ル科目」「英語コミュニケーション科目」「国際理解科目」「キャリア形成科目」「地域貢献・

国際貢献科目」「演習・研究科目」の６つの科目群から構成されています。

○観光文化学科

　専門的な知識・理解と思考力を育成するために、「観光に関する科目」、「マーケティン

グ・経営・経済に関する科目」、「地域活性化に関する科目」、「外国語に関する能力育成科

目」、「異文化交流に関する科目」及び「キャリア教育科目」を配置しています。さらに、

主体的な学習のあり方を教育するとともに、学生の興味・関心に応じて深く専門知識を研

究し、体得することを可能とするために、「演習・研究科目」を配置しています。
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人文学部の構成
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人文学部　英語学科

■教育課程（カリキュラム）の構成

■教育課程（カリキュラム）の構成
　総合人間科学

　総合人間科学は全学共通で、専攻する学問分野の垣根を越えた形で学習する際の根本と
なる、総合的視点と豊かな人間性を養うための教養教育課程です。構成は「キリスト教教
育」、「初年次教育」、「女性と健康」、「基礎教育」、「アカデミックスキル」、「地域創生」、

「キャリア形成支援」の７領域となっており、４年間を通して専門教育との効果的な連携
を図っています。

　専門教育科目
　専門教育科目は英語学科の教育目的と教育目標を踏まえた上で、学科の教育の本質を正
確に把握することを目的としています。このため、基礎・基本を重視しながら体系的な学
習を通して高度な専門領域へとスムーズな展開が可能となるように、「英語スキル科目」、

「英語コミュニケーション科目」、「国際理解科目」、「キャリア形成科目」、「地域貢献・国
際貢献科目」、「演習・研究科目」の６つの領域から構成されています。

○英語スキル科目
　英語によるコミュニケーション能力向上の基礎を育成する科目群で、ゆるやかな習熟
度別の少人数による授業も配置されています。

○英語コミュニケーション科目
　英語の４技能（聴く、話す、読む、書く）を向上させるため、Active Learningの手法
を取り入れた授業で構成される科目群です。

○国際理解科目
　異文化理解を深め、英語・日本語などを通して、国際社会に関する知識と思考能力な
どを養う科目と、海外研修に関わる科目で構成される科目群です。

○キャリア形成科目
　ビジネス等についての知識の習得や就業体験を実施する科目により構成される科目群
で、学生が自身の将来の進路を考えるうえでの手立てとなるための科目が配置されてい
ます。

○地域貢献・国際貢献科目
　ボランティア活動の実習や児童英語教育を通して、地域社会や国際社会への貢献を学
び、　課題解決力やリーダーシップを育成する科目で構成される科目群です。
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人文学部　英語学科

○ 演習・研究科目
　専門的な知識や研究方法および社会に出て人々と協働し連携できるコミュニケーショ
ン能力を育成する科目で構成される科目群です。３年次の「専門演習Ⅰ・Ⅱ」（３年ゼミ）
に登録するためには、２年次前学期までに40単位以上を修得しておくことが必要です。
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人文学部　英語学科

英語学科履修科目表（履修規程別表第一）

●総合人間科学
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人文学部　英語学科

●英語学科　専門教育科目
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人文学部　英語学科

●英語学科　専門教育科目


